
















































































計では、ネグレクト60.5%、身体 18.6%、性的 9。鰯、心理 6.5%と公表している。さらに、
1995年には35万人の女性が性的暴行を受けているだろうとの報告がある(Uo S.Department


























虐待を語る会SCSA(Stop Child Sexual Abuse)、SA(Surv市o s xual Assault)など
があり、民間機関では、子どもの虐待ホットライン、子どもの虐待防止センターCCAP(Center
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